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鉄筋コンクリート構造配筋標準図（1）
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QLデッキ合成スラブ設計・施工標準

(A3)
(A1)

単位（ｍ）

1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6
単純

（内法）
2.28

2.42
(2.42)

2.64
(2.64)

2.26
2.39

(2.39)
2.61

(2.61)
2.24

2.37
(2.37)

2.59
(2.59)

2.22
2.35
(2.35)

2.57
(2.57)

2.20
2.33

(2.33)
2.54
(2.54)

2連続 3.06
3.24

(3.24)
3.54
(3.54)

3.03
3.21

(3.20)
3.51

(3.51)
3.01

3.18
(3.15)

3.47
(3.47)

2.98
3.15
(3.11)

3.44
(3.44)

2.95
3.12

(3.07)
3.41
(3.41)

3連続 2.82
2.99

(2.99)
3.26
(3.26)

2.80
2.96

(2.96)
3.23

(3.23)
2.77

2.93
(2.93)

3.20
(3.20)

2.75
2.91
(2.91)

3.17
(3.17)

2.72
2.88

(2.88)
3.15
(3.15)

単純
（内法）

3.01
3.18

(3.18)
3.48
(3.48)

2.98
3.15

(3.15)
3.45

(3.45)
2.96

3.13
(3.13)

3.42
(3.42)

2.93
3.10
(3.10)

3.39
(3.39)

2.91
3.07

(3.07)
3.37
(3.37)

2連続 3.58
3.91

(3.67)
4.18
(4.18)

3.54
3.88

(3.62)
4.15

(4.15)
3.49

3.83
(3.58)

4.13
(4.13)

3.44
3.78
(3.53)

4.10
(4.10)

3.40
3.73

(3.49)
4.07
(4.07)

3連続 3.50
3.68

(3.68)
3.93
(3.93)

3.47
3.65

(3.65)
3.91

(3.91)
3.44

3.63
(3.63)

3.88
(3.88)

3.41
3.60
(3.60)

3.86
(3.86)

3.38
3.58

(3.58)
3.83
(3.83)

QL75

支
持
条
件

コンクリート厚(mm)
板厚(mm)

QL50

80 85 90 95 100

耐火仕様②ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準

2

2

2

*2

2

2

2

2

2

□

3

D

D

S造・施工時のスパンの取り方

【連続支持】【単純支持】

スパンスパン スパン

*1*2

注1：普通コンクリート(単位重量24.0kN/m3)、表面処理が亜鉛めっきの場合
注2：()数値は表面処理が亜鉛めっきなしまたは塗装品の許容スパンを示す。注3：上表を超える場合、別途支保工が必要です。

※下記工法または同等工法とする。
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Ｃ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｃ

Ｅ

Ｅ

Ｃ

Ｅ

Ｃ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｃ

開口径
1％以上1％未満

2組1組　　 H＜150

3組2組150≦H＜300

3組3組300≦H 　　

（２）　孔際あばら筋の組数は、下表の標準組数以上とする。

（１）　開口部あばら筋の組数は、開口が無いとした場合に配置されるあばら筋組数以上とする。

【開口に対して片側に配置する孔際あばら筋の標準組数】

ダイヤレンＮＳ

【1　組】 【2　組】 【3　組】

50

孔際あばら筋

ダイヤレンＮＳ ダイヤレンＮＳ

孔際あばら筋 孔際あばら筋50

50

50 5050※ ※ ※

４．開口部あばら筋の配筋要領

梁貫通孔補強材 ダイヤレンＮＳ設計・施工標準仕様書

【ダイヤレンＮＳ　標準形状】

（一財）日本建築センター　ＢＣＪ評定-RC0124-07

８．ダイヤレンＮＳ標準製品寸法表１．一般事項

サイズ
寸　　法

A CB D E
Ⅰ 6 205 115 127 45

205 115 45

205

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

8

10

13

16

210

230

95

80

100

127

155

183

183

55

65

65

289

289

289

296

325

100φ

(H≦115)

スリーブ径
(対応径)

形状 Ho

① 204

①

重量
(kgf/枚)

②

②

③

205

206

211

227

0.55

0.85

1.14

2.01

3.46

（特記外単位：mm）

45

45

F

45

48

55

５．開口部上下補強要領（350φ以上の場合）

（１）　本仕様書は、ダイヤレンＮＳの標準仕様を定めるものであり、各設計における特記仕様は、本仕様書に

　　　　優先して適用する。

（２）　本設計仕様に記載のない事項については、建築基準法・同施行令、（一財）日本建築センター及び

　　　　（一社）日本建築学会の関連する諸指針や諸規準、ダイヤレンＮＳ技術マニュアルによる。

（１）　開口の左右に配筋する1組目の孔際あばら筋の間隔が梁せいの1/2以上または450mm以上（開口径で

　　　　350mm以上）になる場合は、開口部上下補強筋と水平補強筋により主筋を拘束するための補強を行う。

（２）　開口部上下補強筋は、一般部あばら筋と同径以上かつ同鋼種とし、一般部あばら筋のピッチ以下と

　　　　なるように配筋する。（丸鋼及びインデントは不可）

（３）　梁幅が400mm未満もしくはコ型補強筋の梁主筋側重ね長さが25d（dは鉄筋の呼び径）以下の場合は、

　　　　Ｕ型またはΠ型の形状で補強を行う。

（４）　水平補強筋は、一般部あばら筋より1段上の径以上とし（SD295A程度）、開口径の2.5倍以上の長さとする。

開口上下部分の補強要領

腹筋

ダイヤレンＮＳ

水平補強筋

水平補強筋

＋

キャップタイ

Ｕ型補強筋

D

　40mm以上とする。
※印部分のかぶり厚さは2.5H以上

（水平補強筋の長さ）

※

※
　　一段上の径以上)
(一般部あばら筋より
水平補強筋

開口部上下補強筋
450mm以上

７．施工における注意事項

ダイヤレンＮＳ

保持鉄筋（SD295A程度）

（１）　補強設計によってダイヤレンＮＳが3枚以上になった場合で中子筋が無い場合は下図のように

　　　　保持鉄筋等に結束する。

（２）　ダイヤレンＮＳはあばら筋に対して斜め45度の傾きをもって必要な耐力が期待できるため、

可 可 不可 不可

２．使用材料の適用範囲

（１）　コンクリート

（２）　鉄筋

　　　　　・ダイヤレンＮＳ：KSS785-K（MSRB-0004）、MK785（MSRB-0067）

柱 柱

３．貫通孔適用範囲

（１）　開口の形状は円形または多角形とし、多角形の場合はその外接円を開口とみなす。

（２）　開口径（H）は開口外径とし、750mm以下かつ梁せいの1/3以下とする。ただし、上下に複数の開口を

　　　　設ける場合は、当該複数孔の開口径の合計は梁せいの1/3以下とする。

（３）　隣接する開口の水平及び鉛直方向中心間距離（L）は開口径の3倍以上とし、隣接する開口の径が異なる

（５）　水平方向の開口位置は、柱際から開口中心までの距離（L'）を梁せい以上とする。

D

　　　　場合は、両開口径の平均値の3倍以上とする。また、上下に複数の開口を設ける場合には、最大径の

　　　　範囲内にその他の開口を配置することとする。

 　　　 ただし、ダイヤレンＮＳをあばら筋の内側に施工することとする。

L'≧D L≧(H1＋H2)/2×3

H1 H2

HC1

HC2

（４）　へりあき（HC1,HC2）の最小寸法は下式による。

　　　　　へりあき≧(ダイヤレンＮＳのE寸法－開口径H)/2＋ダイヤレンＮＳの鉄筋径/2

H3,H4≦750mm かつ Σ(H3,H4)≦D/3

HC1,HC2≧(ダイヤレンＮＳのE寸法－H1)/2＋ダイヤレンＮＳの鉄筋径/2

L≧(H3＋H4)/2×3

H3＜H4のとき、
H3をH4の範囲内に配置する

L'≧1.5D

H3

H4

H1,H2≦750mm かつ H1,H2≦D/3

　　　　下図の「可」のように施工すること。

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

6

8

10

13

16

230

230

235

240

240

140

140

125

110

110

127

127

155

183

183

45

45

55

65

65

325

325

332

339

339

(H≦141)

125φ

①

①

②

②

③

222

223

227

232

234

0.60

0.94

1.27

2.26

3.57

45

45

48

50

50

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

6

8

10

13

16

255

255

260

260

265

165

165

150

130

135

127

127

155

183

183

45

45

55

65

65

360

360

367

367

374

(H≦166)
150φ

①

①

②

②

③

239

240

245

246

251

0.66

1.03

1.38

2.41

3.88

45

45

47

47

50

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

6

8

10

13

16

280

280

285

285

290

190

190

175

155

160

127

127

155

183

183

45

45

55

65

65

395

395

403

403

410

(H≦191)

175φ

①

①

②

②

③

257

258

263

264

269

0.71

1.12

1.50

2.61

4.19

45

45

47

47

50

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

6

8

10

13

16

305

305

310

310

320

215

215

200

180

190

127

127

155

183

183

45

45

55

65

65

431

431

438

438

452

(H≦216)

200φ

①

①

②

②

③

275

276

280

282

290

0.77

1.20

1.61

2.81

4.57

45

45

47

47

50

50

50

45

45

45

5.31

3.29

1.83

1.40

0.89

326

324

316

315

314

②

②

②

①

①

250φ

(H≦270)

523

523

509

509

509

80

65

55

45

45

226

183

155

127

127

210

240

250

270

270

370

370

360

360

360

16

13

10

8

6

Ⅴ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

50

50

45

45

45

5.93

3.69

2.05

1.57

1.01

361

359

351

350

349

②

②

②

①

①

300φ

(H≦320)

593

593

579

579

579

80

65

55

45

45

226

183

155

127

127

260

290

300

320

320

420

420

410

410

410

16

13

10

8

6

Ⅴ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

50

50
45

45

45

6.55

4.09
2.28

1.75

1.12

396

395
386

385

384

②

②
②

①

①

350φ
(H≦370)

664

664
650

650

650

80

65
55

45

45

226

183
155

127

127

310

340
350

370

370

470

470
460

460

460

16

13
10

8

6

Ⅴ

Ⅳ
Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

※寸法は、鉄筋の芯－芯間とする

　開口中心までの距離

※表中Hoは、かぶり厚さ40mm、あばら筋16mmとした場合のコンクリート面から

　厚さを40mmとした場合の開口外径

※対応径は、スリーブ面とダイヤレンＮＳ内リング筋の内側面までのかぶり

60

60

50

45

60

60

50

45

60

60

50

45

60

60

50

45

55

55

50

45

55

55

50

45

55

55

50

45

55

55

50

45

45

45

19.05

11.94

7.35

4.11

18.11

11.32

6.95

3.89

17.17

10.69

6.55

3.67

16.24

10.07

6.16

3.44

14.92

9.18

5.68

3.17

13.98

8.56

5.28

2.95

13.04

7.94

4.88

2.73

2.10

12.11

7.31

4.48

2.50

1.92

780

700

685

676

745

665

649

641

710

630

614

605

674

594

579

570

625

545

536

528

589

509

501

492

554

474

466

457

456

519

439

430

422

421

④

②

②

②

④

②

②

②

④

②

②

②

④

②

②

②

④

②

②

②

④

②

②

②

④

②

②

②

①

④

②

②

②

①

750φ

700φ

650φ

600φ

550φ

500φ

450φ

400φ

(H≦750)

(H≦730)

(H≦680)

(H≦630)

(H≦570)

(H≦520)

(H≦470)

(H≦420)

1432

1272

1244

1230

1362

1202

1173

1159

1291

1131

1103

1088

1220

1060

1032

980

820

806

791

791

909

749

735

721

721

1018

1121

961

947

933

1050

890

876

862

80

65

55

80

80

65

55

80

80

65

55

80

80

65

55

80

80

65

55

80

80

65

55

80

80

65

55

80

45

80

65

55

80

45

292

226

183

155

292

226

183

155

292

226

183

155

292

226

183

155

292

226

183

155

292

226

183

155

292

226

183

155

127

292

226

183

155

127

806

740

750

760

756

690

700

710

706

640

650

660

656

590

600

610

586

520

540

550

536

470

490

500

486

420

440

450

470

436

370

390

400

420

900

900

880

870

850

850

830

820

800

800

780

770

750

750

730

720

680

680

670

660

630

630

620

610

580

580

570

560

560

530

530

520

510

510

16

13

10

16

16

13

10

16

16

13

10

16

16

13

10

16

16

13

10

16

16

13

10

16

8

16

13

10

8

16

Ⅳ-3R

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅳ-3R

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅳ-3R

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅳ-3R

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅳ-3R

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅳ-3R

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅳ-3R

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

Ⅳ-3R

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

16

13

10

16

Ⅴ-3R

Ⅴ-3R

Ⅴ-3R

Ⅴ-3R

Ⅴ-3R

Ⅴ-3R

Ⅴ-3R

Ⅴ-3R

16

16

16

16

16

16

16

16

230 65154 237 455 57 ⑤ 6.14 292

237 65 ⑤

237 65 ⑤

237 65 ⑤

237 65 ⑤

240 164 469 49 6.31 299

189 504 49 6.78 316

290 214 540 49 7.25 334

320 244 582 52 7.82 355

370 276 292 80 683 50 ④ 9.11 406

④

④

420 326 292 80 753 50 10.04 441

470 376 292 80 824 50 10.98 476

※へりあきの最小寸法

D

HoH1

E

H1＝E/2＋鉄筋径/2

265

②1箇所溶接型
　(2重リング)

③2箇所溶接型
　(2重リング)

④1箇所溶接型
　(3重リング)

⑤3箇所溶接型
　(3重リング)

①一筆型
(2重リング)

（６）　上下に複数の開口を設ける場合の水平方向の開口位置は、L'を梁せいの1.5倍以上とする。

　　　 　　　　　　　＋あばら筋径＋かぶり厚さ(40㎜以上)

　　　　　＋あばら筋径＋かぶり厚さ(40mm以上)

　位置とし、標準は50mmとする。

※必要なかぶり厚さを確保した

Ho＝かぶり厚さ＋あばら筋径＋H1

（かぶり厚さ40mm、あばら筋径を16mmと仮定した数値）

ダイヤレンＮＳを使用した場合のコンクリート面から

開口中心までの距離（Ho）を左表に示す。

かぶり厚さ＋あばら筋径

６．施工要領例

（１）　型枠上に開口の位置と開口径等を墨出しする。

　　　　（束ね配筋は、2組までは束ねることができるが、3組以上は束ねてはならない。）

（５）　孔際あばら筋を配筋するのが困難な場合は、束ね配筋にすることができる。

（３）　ダイヤレンＮＳを左右の孔際あばら筋の間から挿入し、孔際あばら筋等に4か所以上結束する。

（４）　スリーブをダイヤレンＮＳのスリーブ受け筋にセットし、針金等で固定する。

（２）　補強設計上必要な孔際あばら筋と一般部あばら筋を配筋する。孔際あばら筋は、1組目は必要なかぶり厚さを

　　　　確保した所定の位置に配置し、2組目以降はそれぞれ50㎜ピッチで配筋する。孔際あばら筋と一般部あばら筋

　　　　の間隔は、設計ピッチ以下とする。

（６）　開口部周囲のそれぞれの鉄筋のかぶり厚さが適正に確保されていることを確認する。

型

　　　　Fc＝21～100N/mm

　　　　　・主筋　　　　　：基準強度295～490N/mm のJIS鉄筋、490を超え685N/mm 以下の大臣認定品

　　　　　・あばら筋　　　：基準強度295～490N/mm のJIS鉄筋、490を超え1275N/mm 以下の大臣認定品

2 2

2 2

一般部あばら筋比（p ）w

2

※下記工法または同等工法とする。



市立長浜病院放射線治療診察室等増築工事
訂 正 事 項

ＴＥＬ

北 村 　 通一級建築士登録　第219285号

一級建築士事務所　滋賀県知事登録　第ﾖｰ63号

株式会社 水 原 建 築 設 計 事 務 所

0 7 4 9 - 2 2 - 1 6 7 9

ＳＨＥＥＴ　ＮＯ.

ＳＣＡＬＥＤＡＴＥＳＵＢＭＩＴＴＥＤ　ＢＹＣＨＥＣＫＥＤ　ＢＹＤＲＡＷＮ　ＢＹ

Ｓ-

一級建築士大臣登録　第336509号　　構造設計一級建築士大臣登録　第9263号　　橋本　宗明
彦 根 市 長 曽 根 南 町 4 4 3 番 地

令和4年10月

０９
OSリング工法設計施工標準図

(A3)
(A1)

1.形状寸法及び鋼種

岡部株式会社

2020年9月作成

鉄骨梁貫通孔補強工法

S

(1)けがき・孔あけ (2)OSﾘﾝｸﾞ位置決め (3)組立溶接 (4)本溶接

OSﾘﾝｸﾞ

OSﾘﾝｸﾞ梁ｳｪﾌﾞ貫通孔位置

組立溶接

梁ｳｪﾌﾞに貫通孔径(dw)をけがく。

梁ｳｪﾌﾞに円形貫通孔(最大許容差

は±2mm)をあける。貫通孔の切断

ﾊﾞﾘはｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰ等で除去する。貫

通孔径は上記表(*1)の適用貫通孔

径の範囲とする事ができる。

ｼｬｺ万力

■溶接方法

溶接はOSﾘﾝｸﾞ外周の全周すみ肉溶接とし,溶接姿勢は水平すみ溶接とする。必ず鉄骨ｳｪﾌﾞ面を上面に向け,溶接条件(溶接姿勢・環境etc)を確

保する。OSﾘﾝｸﾞを溶接する際の予熱温度は｢OSﾘﾝｸﾞ溶接施工ﾏﾆｭｱﾙ｣による。

■溶接材料

被覆ｱｰｸ溶接

ｶﾞｽｼｰﾙﾄﾞｱｰｸ溶接

軟鋼,高張力鋼及び低温用鋼用被覆ｱｰｸ溶接棒(JIS Z 3211)

軟鋼,高張力鋼および低温用鋼用ﾏｸﾞ溶接及びﾐｸﾞ溶接ｿﾘｯﾄﾞﾜｲﾔ(JIS Z 3312)

軟鋼,高張力鋼および低温用鋼用ｱｰｸ溶接ﾌﾗｯｸｽ入りﾜｲﾔ(JIS Z 3313)

溶接方法 種　　　　　類

OSﾘﾝｸﾞ

梁ｳｪﾌﾞ

■施工手順

最外径側

となる面

(鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理技術者による施工管理のもと,溶接施工を行うこと。OSﾘﾝｸﾞを溶接施工する際は,納品時に付属している｢OSﾘﾝｸﾞ溶接施工ﾏﾆｭｱﾙ｣を必ず確認すること)

■溶接面の清掃

OSﾘﾝｸﾞおよび梁ｳｪﾌﾞ溶接面は溶接に先立ち,水分･ｽﾗｸﾞ･ごみ･さび･油･塗料･はがれやすいｽｹｰﾙ,

および,その他溶接に支障となるものはあらかじめ適切な方法で除去する。

■検査

本溶接のすみ肉溶接ｻｲｽﾞは、OSﾘﾝｸﾞそれぞれに定められた必要すみ肉溶接ｻｲｽﾞ(S)以上でなければ

ならない。また,OSﾘﾝｸﾞと梁ｳｪﾌﾞすき間は2mm以下とする。

OSﾘﾝｸﾞとｳｪﾌﾞ貫通孔の中心のずれの管理値は｢OSﾘﾝｸﾞ溶接施工ﾏﾆｭｱﾙ｣による。

その他,外観･表面欠陥検査の合否判定は,｢日本建築学会：鉄骨精度検査基準｣による。

不合格となった欠陥箇所は適切な処置を行う。

OSﾘﾝｸﾞ

溶接面梁ｳｪﾌﾞ

溶接面

下記の表に示す規格を満たし,かつ,490N/mm2 級高張力鋼に適用可能なものを使用する。

2mm以下

TEL:03(3624)6201

(注)OSﾘﾝｸﾞの重量は,500S･300Lが約23kg,600S･350Lが約35kg,400Lは約50kg,450Lは約60kgと重量物のため,移動の際はｸﾚｰﾝを用いる等,

   取扱には十分に注意する。

d1

d tr

d1

d tr
d2

形状(A)

d1

d tr

形状(B) 形状(C)

鋼材の種類および製造方法

　形状(A) 建築基準法第37条二号 国土交通大臣認定材

　　　　　認定番号:MSTL-0490(SNR490B相当)

　　　　　ﾛｰﾘﾝｸﾞ鍛造加工

　形状(B) 建築基準法第37条二号 国土交通大臣認定材

　　　　　認定番号:MSTL-0490(SNR490B相当)

　　　　　ﾛｰﾘﾝｸﾞ鍛造加工

　形状(C) STKN490B 鋼管切断加工 または

          SN490B   厚板切断加工

3.施工

OSﾘﾝｸﾞと貫通孔の中心が合うよう

に位置決めをする。OSﾘﾝｸﾞと貫通

孔の中心のずれの管理値は｢OSﾘﾝｸﾞ

溶接施工ﾏﾆｭｱﾙ｣による。OSﾘﾝｸﾞの

形状(A)は厚肉面(最外径側となる

面)をｳｪﾌﾞ溶接面に密着させる。

OSﾘﾝｸﾞをｼｬｺ万力等によりｳｪﾌﾞ面

に十分密着させる。OSﾘﾝｸﾞ外周に

組立溶接を行う。組立溶接は等間

隔に3～4箇所,1箇所の長さは40mm

以上,1ﾊﾟｽとし,ｼｮｰﾄﾋﾞｰﾄﾞになら

ないように注意する。

OSリング 工法設計施工標準図
Ｒ

一般財団法人日本建築ｾﾝﾀｰによる一般評定 「BCJ評定-ST0135-10」（2020年1月17日付）

ｼｬｺ万力等を外し,本溶接を行う。

(注)OSﾘﾝｸﾞの溶接部とH形鋼の

ﾌｨﾚｯﾄ部またはﾋﾞﾙﾄＨ鋼のﾌﾗﾝｼﾞと

ｳｪﾌﾞの溶接部が重ならないように

十分注意する。

適用貫通

孔径(dw)*1
標準貫通

孔径(do)
形状 品名

d*3 d1 d2 br tr

寸法 (mm) すみ肉溶接

ｻｲｽﾞ(S)*4

102 122 ー 10 10 5(6)B 100SS*5

100 122 20 11 5(6)
A

100S

100 144 33 22 9100L

φ100

φ125

φ150

φ175

φ200

φ250

φ300

φ350

φ400

φ450

φ500

φ600

φ 75～φ100

φ101～φ125

φ126～φ150

φ151～φ175

φ176～φ200

φ201～φ250

φ251～φ300

φ301～φ350

φ351～φ400

φ401～φ450

φ451～φ500

φ501～φ600

B

A

B

A

B

A

B

A

B

A

B

A

C

B

A

C

C

C

C

C

125SS*5

125S

125L

150SS*5

150S

150L

175SS*5

175S

175L

200SS*5

200S

200L

250SS*5

250S

250L

300SS*5

300S

300L*2

350SS*5

350S

350L*2

400S*2

400L*2

450S*2

450L*2

500S*2

600S

5(6)

5(6)

9

5(6)

5(6)

9

9

6

6

9

9

6

6

6

6

7

7

12

7

7

12

7

13

7

13

8

8

120

140

127 151 ー 12 12

125 151 24 13

125 177 39 26

149

171

152 178 ー 13 13

150 178 27 14

150 208 44 29

176

202

177 205 ー 14 14

175 207 30 16

175 241 50 33

203

233

202 232 ー 15 15

200 234 32 17

200 270 53 35

230

262

252 288 ー 18 18

250 290 39 20

250 332 63 41

286

322

302 342 ー 20 20

300 346 43 23

313*3 391 64 39

340

ー

352 396 ー 22 22

350 400 47 25

363*3 448 73 42.5

394

ー

413*3 461 48 24ー

413*3 508 84 47.5ー

463*3 525 44 31ー

463*3 568 88 52.5ー

513*3 575 51 31ー

613*3 683 57 35ー

2.設計 (OSﾘﾝｸﾞの採用を検討の際は,｢OSﾘﾝｸﾞ工法設計ﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ｣を必ず確認すること)

■検討および使用の決定
貫通孔無しで構造設計を行った結果から得られる貫通孔位置の存在応力に対して,OSﾘﾝｸﾞ工法を用いた貫通孔部分の耐力が上回る事を確認する

必要があるので,OSﾘﾝｸﾞの使用の決定は構造設計者により行う。

■適用範囲
L2 L2

ｼｱﾌﾟﾚｰﾄ

L2

L3L2

L1

ﾘﾌﾞﾌﾟﾚｰﾄｽﾌﾟﾗｲｽﾌﾟﾚｰﾄ柱

*1:原則、梁ｳｪﾌﾞ貫通孔径は標準貫通孔径とする。ただし,

   OSﾘﾝｸﾞの内径(d)の75%まで小さくすることができる。

*2:300L･350S･350L･400S･400L･450S･450L･500Sにおいて,梁

　 ｳｪﾌﾞ貫通孔径をOSﾘﾝｸﾞ内径(d)まで拡げたい場合は,必ず

   事前に岡部㈱に問い合わせること。

＊3:内径(d)は製造上,最大11mm小さくなる事があるので納ま

   りに注意する。

＊4:括弧内の数値は,梁鋼種がSA440のすみ肉溶接ｻｲｽﾞを示す。

＊5:SSタイプ(末尾にSSが付す品名)は,大梁には適用不可。

■H形鋼梁
梁せい/梁幅/ｳｪﾌﾞ厚

梁幅/梁せい比

ｳｪﾌﾞ幅厚比

鋼種(F:梁の許容

応力度の基準強度)

■連続孔間隔(L1)

1.5×dw以上(dwは大きい方),かつ,

OSﾘﾝｸﾞ同士のあきは70mm以上

■偏心量(e')

■OSﾘﾝｸﾞと他部材のあき

L2 70mm以上

■SSﾀｲﾌﾟ適用ｽﾊﾟﾝ比(L/D)

L:ｽﾊﾟﾝ

D:梁せい

B:梁幅

tf:ﾌﾗﾝｼﾞ厚

A:無孔梁断面積

Aw:無孔梁

   ｳｪﾌﾞ断面積

E:梁のﾔﾝｸﾞ係数

dw:貫通孔径

d:OSﾘﾝｸﾞ内径

tr:OSﾘﾝｸﾞ肉厚

■OSﾘﾝｸﾞとﾌﾗﾝｼﾞとのあき(a)

2/3×D以下*11,かつ,

D-2(tf+a+tr)以下

■貫通孔径(dw) 

1/2×D-(1/3×De-1/2×dw)≦e'≦1/2×D+(1/3×De-1/2×dw)*12

かつ、tf+a+tr+1/2･dw ≦ e' ≦ D-(tf+a+tr+1/2･dw)

1800mm 以下 / 600mm*6以下　/ 32mm*7以下

梁の部材種別がFA･FBﾗﾝｸの場合は1/4*8以上

96 235/F 以下*9

SS400,SM400,SN400※9,SM490,SN490,SM520,

及び,F≦440の大臣認定建築構造用鋼材*10

600mm＜B   　　

400mm＜B≦600mm

150mm＜B≦400mm

　　　 B≦150mm

かつ,S≦6の仕様

a=max(70mm,r+1.8S)

a=max(40mm,r+1.8S)

a=max(30mm,r+1.8S)

a=max(24mm,r+1.8S)

■H形鋼梁
幅

厚

比　　

鋼種

塑性化が予想される領域*15内 　　　　

0.33 E/F 以下

2.4 E/F-0.9 E/F×A/Aw×N/Ny 以下

SS400,SM400,SN400,SM490,SN490,及び,F≦325の大臣認定建築

構造用鋼材*10　(F:梁の許容応力度の基準強度)

ﾌﾗﾝｼﾞ

ｳｪﾌﾞ

塑性化が予想される領域外 　　　　

15.5 235/F 以下

71 235/F 以下

1/2×D以下,かつ,

D-2(tf+a+tr)以下

■貫通孔径(dw) 

L3 30mm以上*13

孔径比

1/2＜dw/D≦2/3

1/4＜dw/D≦1/2

1/6＜dw/D≦1/4

小梁

10.0 以上

 6.4 以上

 2.0 以上

片持梁

 5.0 以上

 3.2 以上

 1.0 以上

Sﾀｲﾌﾟ片面

Sﾀｲﾌﾟ両面

6.0 以上

6.0 以上

Lﾀｲﾌﾟ片面 6.0 以上

Lﾀｲﾌﾟ両面 4.0 以上

*14:ﾌﾞﾚｰｽ付ﾗｰﾒﾝ構造等,作用する軸力を梁の断面算定に考慮する場合

*15:梁の材端からL/10,又は,2Dのうち大きい方の範囲

*16:塑性化が予想される領域に設ける場合の補強仕様毎の適用ｽﾊﾟﾝ比(L/D)

N:作用軸力

Ny:無孔梁

   降伏軸力

De:De=D,

   D>1200は,

　 De=1200

S:OSﾘﾝｸﾞのすみ

  肉溶接ｻｲｽﾞ

r:H形鋼のﾌｨﾚｯﾄ

  又は,BH形鋼

　の溶接ｻｲｽﾞ

*6:Dが750mm以上で梁幅＜0.9×Dの関係を満たせば,1000mm

*7:鋼種がSS,SM又はSN400Aの場合は25mm以下

*8:塑性化しない場合は制限なし

*9:FC･FD,または,鋼種がSN400Aの場合は塑性化部に適用不可

*10:適用可能鋼材ﾘｽﾄは,設計ﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸの5ﾍﾟｰｼﾞを参照

*11:F>385N/mm2は1/2×D以下

*12:F>385N/mm2は1/2×D-(1/4×De-1/2×dw)≦e'≦1/2×D+(1/4×De-1/2×dw)

*13:仮設金物等も含む｡但し,他部材よりOSﾘﾝｸﾞを後付の場合は

    B>600ならば70mm以上,400mm＜B≦600mmならば40mm以上

●軸力が作用する場合*14(幅厚比など、制限がさらに付加)

■適用ｽﾊﾟﾝ比(L/D)*16

■適用軸力比[作用軸力/無孔梁降伏軸力(=A･F)]　0.25以下

*13

全周

すみ肉溶接

*14:ﾌﾞﾚｰｽ付ﾗｰﾒﾝ構造等,作用する軸力を梁の断面算定に考慮する場合

*15:梁の材端からL/10,又は,2Dのうち大きい方の範囲

*16:塑性化が予想される領域に設ける場合の補強仕様毎の適用ｽﾊﾟﾝ比(L/D)

※下記工法または同等工法とする。
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土質柱状図
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ボーリング柱状図

調 査 名 市 立 長 浜 病 院 放 射 線 治 療 診 察 室 等 増 築 工 事

事 業 ・ 工 事 名

ボ ー リ ン グ 名 N o . 1 調 査 位 置 滋 賀 県 長 浜 市 大 戌 亥 町 地 内 北 緯 3 5 ﾟ 2 2′ 6 . 2 7″

東 経 136ﾟ 17′ 12.95″発 注 機 関 株 式 会 社 水 原 建 築 設 計 事 務 所 調 査 期 間 令和 4年 4月 11日 ～ 4年 4月 15日

調 査 業 者 名
株 式 会 社 滋 賀 ソ イ ル コ ン サ ル タ ン ト

電話 ( 0 7 7 - 5 1 0 - 1 1 0 7 )
主 任 技 師

現 場
代 理 人

コ ア
鑑 定 者

市 川 篤
ボ リーング
責 任 者

綱 島 幹 尚

孔 口 標 高 KBM
-0.54m

角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 
上

下

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平
0ﾟ 鉛

直

使
用
機
種

試 錐 機 扶 桑 工 業 K R - 1 0 0 H B - 2 V 6
ハンマー

落下用具
半 自 動 落 下 装 置

エ ン ジ ン ヤ ン マ ー T F 9 0 V - E 2 ポ ン プ 扶 桑 工 業 V 5 - P総 掘 進 長  25.50m

ボーリング NoN 2 5 - 0 4 - 1 2

シート No

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

標

高

(m)

-2.64

-3.79

-4.24

-6.04

-7.19

-8.74

-9.89

-10.24

-10.64

-11.89

-13.24

-14.44

-14.79

-16.39

-17.69

-18.39

-19.14

-20.89

-21.34

-22.79

-23.44

-24.54

-25.24

-26.04

層

厚

(m)

2.10

1.15

0.45

1.80

1.15

1.55

1.15

0.35

0.40

1.25

1.35

1.20

0.35

1.60

1.30

0.70

0.75

1.75

0.45

1.45

0.65

1.10

0.70

0.80

深

度

(m)

2.10

3.25

3.70

5.50

6.65

8.20

9.35

9.70

10.10

11.35

12.70

13.90

14.25

15.85

17.15

17.85

18.60

20.35

20.80

22.25

22.90

24.00

24.70

25.50

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

GL-1.0mまで砂礫。

GL-1.90mまでφ2～20mmの角・亜角
礫を主体とし、礫間は細砂～粗砂、
およびシルトで充填するシルト質砂
礫を呈す。

GL-1.90m以深、シルトを多く含有
し、砂礫質シルト状を呈す。含水は
微量～少ない。

盛土（
シルト
混り砂
礫）

暗
褐

～

茶
褐

粘土を主体とし、シルト～細砂を含
有する。含水は少ない～やや少な
い。

砂混り
粘土

暗灰
～緑
灰

柔ら
かい

細砂～中砂を主体とし、全体に粘土
を含有する。含水はやや少ない。

粘土質
砂 暗灰 緩い

粘土を主体とし、シルト～細砂を全
体に含有する。GL-4.90mまで砂混り
粘土状を呈す。全体に繊維質状の未
分解片を混入する。
含水はやや少ない。

シルト
質粘土

暗灰
～暗
緑灰

柔
ら
か
い

細砂～中砂を主体とし、全体にシル
トを含有する。含水はやや少ない。
一部でφ2～5mmの細礫を混入する礫
シルト混り砂を薄層状に挟む。

シルト
混り砂

暗
灰

緩
い

φ2～30㎜の角・亜角礫を主体とし、
礫間は細砂～粗砂、およびシルトで
充填する。
含水がやや多く、孔壁の崩壊と伴
う。

シルト
混り砂
礫

暗
灰

中
位
の

粘性土状に分解された有機質土を主
体とし、繊維質状の未分解片を随所
に残す。部分的に暗灰色のシルト質
粘土を挟む。

有機質
粘土

暗灰
～暗
褐

非常
に柔
らか
い～
中位
の

細砂～粗砂を主体とし、φ2～5mmの
細礫を少量混入する。

礫シル
ト混り
砂

暗
灰

緩
い

木片・繊維質状の有機質土。有機質
土 暗褐

細砂～中砂を主体とし、シルトを全
体に含有する。含水はやや少ない。

シルト
混り砂

暗灰
褐

中位
の

φ2～20㎜の角・亜角礫を主体とし、
礫間は細砂～粗砂、およびシルトで
充填する。層下部、砂分の含有がや
や多くなる。含水は中位～やや多
い。

シルト
質砂礫

暗
灰

中
位
の

層上部、暗茶褐色の粘性土状に分解
された砂混り有機質シルトを呈す。
以深、細砂～粗砂を主体とし、φ2～

10㎜の礫を混入する。含水はやや多
い。

シルト
混り礫
質砂

暗灰
、暗
茶褐

中
位
の

比較的粒子が均質な粘土を呈す。粘土 暗灰 硬い
φ2～30mmの角・亜角礫を主体とし、
礫間は細砂～粗砂、およびシルトで
充填する。層上部、砂分の含有が多
い。
含水はやや少ない～中位。

シルト
混り砂
礫

灰

～

暗
灰

密
な

層上部、粒子均質な細砂を主体と
し、シルトを全体に多く含有する。

GL-17.0m付近よりφ2、3mmの細礫を
少量混入する。含水はやや少ない。

シルト
質砂

暗灰
～暗
緑灰

中
位
の

粘土を含有するシルトを呈す。粒子
均質な粘性土を呈す。含水は少な
い。

粘土質
シルト

暗
灰

硬
い

細砂～粗砂を主体とし、φ2～20㎜
の亜角・亜円礫を混入する。全体に
シルトを含有する。含水はやや少な
い～中位。

シルト
質礫質
砂

灰～
青灰

中
位
の

φ2～30㎜の亜角・亜円・角礫を主体
とし、礫間は細砂～粗砂、およびシ
ルトで充填する。含水はやや少ない
～中位。

シルト
混り砂
礫

灰

～

青
灰

中
位
の

繊維質状の未分解片を主体とする。
含水はやや少ない。

有機質
土 暗褐 硬い

粘土を含有するシルトを主体とす
る。全体に繊維質状の有機質土を混
入する。含水はやや少ない。

有機質
土混り
シルト

灰

～

暗
灰

中位
の～
硬い

シルトを主体とし、細砂を全体に含
有する。含水はやや少ない。

砂質シ
ルト 暗灰 硬い

φ2～30㎜の亜角・亜円・角礫を主体
とし、礫間は細砂～粗砂、およびシ
ルトで充填する。含水は中位～やや
多い。

シルト
混り砂
礫

暗
灰

密
な

層上部、未分解片を主体とし、層下
部、粘土を主体とし、未分解片を随
所に混入する。含水はやや少ない。

有機質
粘土

暗褐
～暗
灰褐

硬
い

シルトと細砂質シルトとの互層状。
一部、木片・繊維質を挟む。

砂混り
シルト

青灰
～灰

硬
い

孔
内
水
位

(m)
／
測
定
月
日

2.81
4/11

標 準 貫 入 試 験

深

度

(m)

1.15

1.45

2.15

2.50

3.15

3.45

4.15

4.45

5.15

5.45

6.15

6.45

7.15

7.45

8.15

8.45

9.15

9.45

10.15

10.45

11.15

11.45

12.15

12.45

13.15

13.45

14.15

14.45

15.15

15.45

16.15

16.45

17.15

17.45

18.15

18.45

19.15

19.45

20.15

20.45

21.15

21.45

22.15

22.45

23.15

23.45

24.15

24.45

25.15

25.45

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～

10

3

1

15

1

1

0

2

8

3

2

4

2

10

4

4

10

3

4

6

10

8

2

3

14

3

3

10

～

20

3

1

2

1

1

2

7

1

20

2

5

5

10

3

8

12

4

3

8

8

6

3

5

14

4

4

20

～

30

4

1

2

1

1

2

7

3

4

9

8

5

14

13

6

4

7

9

3

2

5

15

5

5

打
撃
回
数
/
貫
入
量
(cm)

10

30

3

35

5

30

3

30

2

30

6

30

22

30

4

30

7

30

13

30

16

30

28

30

12

30

26

30

35

30

13

30

11

30

21

30

27

30

17

30

7

30

13

30

43

30

12

30

12

30

N     値

0 10 20 30 40 50 60

10

3

5

3

2

6

22

4

7

13

16

28

12

26

35

13

11

21

27

17

7

13

43

12

12

原 位 置 試 験

深

度

(m)

試 験 名

および結果

試 料 採 取

深

度

(m)

3.70

4.60

8.90

9.25

3.25

3.45

6.15

6.45

7.15

7.45

10.15

10.45

12.15

12.45

13.15

13.45

試

料

番

号

1T-1

1T-2

1-3

1-6

1-7

1-10

1-12

1-13

採

取

方

法

○T

○T

○-

○-

○-

○-

○-

○-

室
内
試
験

(
)

土粒子
・一軸
・圧密

土粒子
・一軸
・圧密

粒度（
ﾌﾙｲ）

粒度（
ﾌﾙｲ）

粒度（
ﾌﾙｲ）

粒度（
ﾌﾙｲ）

粒度（
ﾌﾙｲ）

粒度（
ﾌﾙｲ）

掘

進

月

日

4

11

4

12

4

13
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